
令和5年（2023年）8月4日 第２２９号ひらつか議会だより

1面掲載写真を
募集しています

　市内に在住又は在勤・在学
の方を対象に、11月発行予定
の議会だより１面に掲載する
写真を募集しています。「秋」
をテーマとした、平塚市の魅
力を収めた写真をご応募くだ
さい。
　詳しい応募方法などは、市
議会ホームページをご覧いた
だくか、議会局まで
お問い合わせくださ
い。

（議会局☎21－8791）

防

災

対

策

問
　
平
塚
市
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
制
度
の
取
り
組
み
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
令
和
２

年
に
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
指
針
を
策
定
し
、
全
て
の

連
合
自
治
会
及
び
地
区
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
に
対
し
て

地
域
説
明
会
を
開
催
し
た
。
災

害
発
生
時
に
適
切
な
支
援
を
行

う
た
め
の
支
援
体
制
を
地
域
で

検
討
し
、
そ
こ
で
得
た
各
地
域

の
実
情
や
意
見
を
関
係
者
と
共

有
し
、
地
域
で
の
き
め
細
や
か

な
支
援
体
制
が
構
築
で
き
る
よ

う
努
め
て
き
た
。
よ
り
実
効
性

の
あ
る
避
難
支
援
が
な
さ
れ
る

よ
う
自
主
防
災
組
織
研
修
会
や

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の

総
会
や
研
修
会
な
ど
に
出
向

き
、
制
度
を
詳
し
く
説
明
し
、

要
支
援
者
に
関
わ
り
が
あ
る
障

が
い
関
係
者
な
ど
が
所
属
す
る

介
護
事
業
所
の
研
修
会
に
も
参

加
し
、
制
度
説
明
や
協
力
依
頼

を
行
っ
て
き
た
。

問
　
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど

の
要
支
援
者
を
交
え
た
防
災
訓

練
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
要
支
援

者
が
参
加
し
た
防
災
訓
練
は
現

在
多
く
な
い
た
め
、
今
年
度
は

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
要
支
援
者
に
特
化
し
た
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と

実
際
に
災
害
が
起
き
た
際
に
無

事
に
避
難
で
き
る
か
心
配
で
あ

る
。
自
治
会
な
ど
か
ら
の
訓
練

の
希
望
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

行
政
か
ら
働
き
か
け
を
し
て
も

ら
い
た
い
が
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
今
年
度

は
特
に
市
民
参
加
型
の
訓
練
を

強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

防

犯

対

策

問
　
近
年
、
刑
法
犯
認
知
件
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
検
挙
率

も
向
上
し
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き

続
き
、
起
こ
り
う
る
犯
罪
の
事

前
抑
止
や
犯
罪
事
後
の
検
挙
率

向
上
に
向
け
て
警
察
と
連
携

し
、
防
犯
力
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
有
用
性
と
設
置
増
に

対
す
る
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
防
犯
カ

メ
ラ
は
駅
周
辺
及
び
通
行
量
の

多
い
道
路
沿
い
に
設
置
し
て
お

り
、
犯
罪
の
抑
止
の
み
な
ら

ず
、
犯
人
の
特
定
に
も
効
果
が

あ
る
た
め
、
体
感
治
安
の
向
上

や
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
つ
と
考
え
て
い
る
。
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市

民
や
自
治
会
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
増

や
す
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
設
置
に

当
た
っ
て
は
、
防
犯
的
な
効
果

や
犯
罪
が
起
き
た
際
に
犯
人
が

捕
ま
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
が
、
一
方
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
と
経
費
の
問
題
な
ど
が
あ

る
。
今
後
、
増
や
せ
る
場
所
に

つ
い
て
は
効
果
を
確
認
し
な
が

ら
、
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て

は
以
前
に
比
べ
管
理
が
徹
底
さ

れ
て
お
り
、
解
決
さ
れ
て
い
る

と
思
う
。
経
費
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
現
在
10

台
を
管
理
し
て
お
り
年
間
１
２

５
万
円
程
度
の
経
費
が
か
か
っ

て
い
る
の
で
、
決
し
て
安
く
は

な
い
金
額
と
考
え
る
。

問
　
令
和
３
年
６
月
に
、
県
と

県
警
は
国
内
の
飲
料
メ
ー
カ
ー

と
防
犯
協
定
を
結
ん
だ
。
内
容

は
防
犯
カ
メ
ラ
を
内
蔵
す
る
自

動
販
売
機
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

リ
ー
ス
費
用
は
か
か
ら
ず
、
導

入
す
れ
ば
売
り
上
げ
に
応
じ
て

市
の
歳
入
確
保
策
に
も
な
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
も
ク
ラ
ウ

ド
上
で
映
像
を
管
理
し
、
閲
覧

権
限
を
限
定
し
た
契
約
と
な
っ

て
い
る
。
市
有
地
な
ど
へ
設
置

し
て
い
け
ば
防
犯
力
の
向
上
と

歳
入
確
保
策
に
つ
な
が
る
施
策

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
費
用
や

デ
ー
タ
管
理
は
相
手
方
が
負
担

し
、
カ
メ
ラ
も
内
蔵
の
た
め
劣

化
を
防
げ
る
こ
と
か
ら
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
と
承
知
し
て
い

る
。
設
置
場
所
な
ど
も
含
め
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
地
域
経

済
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
事

業　

姉
妹
都
市
提
携　

地
域
自

治
推
進
事
業　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想　

教
員
の
労
働
環

境　

い
じ
め
、
不
登
校
対
応　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

防
災
防
犯
力
の
強
化数

田 

俊
樹 

議
員

清 風クラブ 所 属 議 員

坂間 正昭 議長 佐藤 貴子 議員

須藤 量久 議員 黒部 栄三 議員

諸伏 清児 議員

総務経済
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第40号　令和５年度平塚
市一般会計補正予算

　財産管理費の庁舎維持管理事
業について、電話交換機の更新及
びスマートフォン内線導入の概要
と、どのようなメリットが図られ
るのか伺う。

　電話交換機は耐用年数が一般
的に10年前後とされている。市庁
舎本館の電話交換機も約10年経
ち、最近では電話機の老朽化や子
機の音声の不具合などが度々発生
しており、電話交換機を更新する
際にスマートフォン内線を導入す
る。メリットは、故障時のリスク
分散や、スマートフォン同士での
内線通話が可能となり、通話料の
削減になるほか、スマートフォン
の庁舎外への持ち出しや現在各課
が個別で契約している携帯電話を
一元化することによる経費の削減
が可能となる。また、スマート
フォンではカメラやレコーダーな
どのアプリが使えるため、今後電

子機器を購入する際の支出を削減
できる。

　観光費の七夕まつり開催事業
について、会場の安全性強化の内
容について伺う。

　市民飾りの作製及び掲出にか
かる委託と雑踏監視カメラの設
置・撤去工事に関する費用であ
る。これまで市民飾りを掲出して
いた「湘南七夕の会」より高齢化
に伴い、今後飾りの掲出が継続で
きない旨の相談があり、これから
も魅力ある市民飾りを安心・安全
に掲出していく必要があるため、
市内の建設業者に事業委託をする
こととした。これまで「湘南七夕
の会」には資材費以外はほぼボラ
ンティアとして行ってもらってい
たが、建設業者に委託することに
なるため、委託業務になったこと
で、予算が増額となった。また、
露天商は協議の結果、路上には出
店しないこととし、見附台公園に
配置することが決まった。そのた
め見附台公園へ多くの人が来場す
ることが見込まれ、雑踏の警戒を
する必要があり、カメラの増設工
事をする費用として計上してい
る。

都市建設
　議案４案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第40号　令和５年度平塚
市一般会計補正予算

　道路維持費の道路施設改修事
業について、花水第二歩道橋撤去
の完成予定はいつ頃になるのか伺
う。

　令和７年度を目標に事業を進
めている。

　公園費の高麗山公園（湘南
平）魅力アップ事業について、湘
南平に設置する遊具について伺 
う。

　複合遊具とブランコの２種類
の遊具を設置する。いずれもイン
クルーシブ遊具であり、複合遊具
は、小さな子供でも遊べるように
難易度を下げたものである。ブラ
ンコは円盤状で体を支える力がな
い子供でも楽しめるものや、ハー
ネスタイプのものを考えている。
また、健常者も遊べるように通常
のタイプも用意する。

　オープンはいつになるのか。
　令和６年３月を予定してい

る。

教育民生
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第40号　令和５年度平塚
市一般会計補正予算

　教育指導費のサン・サンス
タッフ派遣事業について、学習支
援補助員であるサン・サンスタッ
フの１日の勤務時間と１か月の勤
務回数を伺う。

　勤務時間は１日５時間で、月
に９日間勤務している。７月や３
月は長期休業のため５日間とな
り、８月は勤務がない。

　学校管理費の小学校運営事業
及び中学校運営事業について、今
後のプールの使用や水泳授業の在
り方など、本市の水泳授業を「平
塚市立学校プール在り方検討会」
で考えていくのか伺う。

　昨年度開催された「平塚市立
学校プール在り方検討会」で、小
学校のプールについてはできる限
り修繕を行い、大規模改修が必要
になった場合は民間のプールを検
討していく。また、中学校につい
ては民間プールを検討する。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。


